
 



 

 

 

 

特に、最近力を入れている骨盤臓器脱(子宮脱、膀胱瘤など)の手術ですが、以前から行わ

れている腟式の脱根治術や腟閉鎖術も当然行いますが、腹腔鏡下 Shull 法や、最新式でかっ

再発率も最も低いと言われている腹腔鏡下仙骨腟固定術(CSC)を積極的に導入しており、前

施設では約 50 症例に LSC を施行しました。 

LSC は子宮温存できる術式もあり、まだ子宮を摘出したくないが症状に悩む分娩後の患

者さんや 30 ~ 40 歳代の患者様にも対応することができます。 

余程の内科的疾患や精神疾患の合併症がない限りは紹介された患者さんは積極的に手術

対応致します。生殖医療の診療は個人的には致しませんが、産科診療は普通に致します。 

まとまりのない文章となり恐縮ですが、微力ながら西多摩地区に貢献したく思っておりま

すが、先生方のご紹介がなければ空回りとなってしまいます。 

高齢化が進み内科や外科や泌尿器科の先生方の患者さんの中に骨盤臓器脱でお悩みの方

は相当数いるはずです。少しでも気になった患者さんがおられましたら、ご遠慮なくご紹介

をしていただければ幸いです。今後ともご指導・ご鞭撻を宜しくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 


